SDeclial message 


文明 の クロ スロ ー ド 
画家 森 草 氏 


中 央 アジ ア の 5 ヵ国 が ある 地域 は 古来 、 大 陸 交 易 の 中 心地 で 
[ 共 / 

あり と あら ゆる も の が ここ に 集まり 、 あ り と あら ゆる も の が ここ か 
ら ほ か の 地域 へ と 運ば れ て 行き まし た 。 交 易 路 は の ちの 時 代 に 
シル クロ ー ド と 呼ば れ 、 現 在 で は ユネ スコ の 世界 遺産 に 登録 さ 
れ て いま 示 

中 央 アジ ア に 多種 多様 な 物 が 集まる こと は 、 こ の 地域 の 工芸 
品 の 豊か さ に も あら われ て いま ふ 刺繍 布 や 織物 、 編 駒 、 陶 問 や 
彫金 、 木 工 品 、 宝 石 や 貴金属 を 使っ た アク セ サ リ ー な ど 。 工 芸 品 
の 文様 や 形 に は それ ぞ れ に 意味 が こめ られ て いま も る 幸運 や 繁 
栄 を 願っ た その 文様 か ら は 中 央 アジ ア の 人 た ちの 生活 文化 や 
想い を うか が い 知 る こと が 出来 まる 

これ か ら 旅 行 し て みよ うと 思う 方 は 布 や お 皿 な ど 何 か ひ と つ 、 
時 PNANPIZASODERVOSG し ょ うか 。 


森 薦 氏 が 描く 中 央 アジ ア の 人 々 
Profile レロ ルー 巡 


1978 年 東京 生ま れ 。 漫 画家 。「 乙 嫁 (花嫁 )]」 を テー マ 
に 19 世 紀 半 ば の 中 央 アジ ア 地 域 を 描い た 『 乙 嫁 語 
り 』 を 漫画 誌 ハ ル タ (KADOKAWA) に て 連載 中 。 マ 
ン ガ 大 賞 2014 を 受賞 。 主 な 作品 に 、2005 年 、 第 9 回 
文化 店 メデ ィ ア 芸術 祭 マ ン ガ 部 門 優秀 賞 を 受賞 し た 
『 エ マ 』 や 『 シ ャ ー リ ー』 シ リー ズ な ど が ある 。 


私 の 母国 ジョ ー ジ ア 


次 世代 に 伝え た い 友 好 と 絆 


サマ ルカ ンド 府 の 都 
0 の 2 前 田 敦子 氏 


「 旅 の お わり 、 世 界 の は じ ま り | と いう 日 本 と ウズ ベ キ スタ ン の 合 
作 映 画 に 出演 させ て いた だ いた こと を きっ か け に 、 ウ ズ ベ キス タ 
ン 稔 光大 使 に 就任 し まし た 。 

ウズ ベ キ スタ ン で の 撮影 は と て も 楽し く 、 現 地 の ス タッ フ の 方 々 
は みな さん と て も 明る く て すぐ に 仲良 く な る こと が で き 、 撮 影 で 訪 
れ た 街 の 人 た ちゃ 本当 に いい 人 た ち で 、 言 葉 が 通じ な く て も この 
国 な ら 生 き て いけ る と 思い まし た 。 

街 の な か で も 印象 的 な の は 、 シ ルク ロー ド の 中 心 と ちい われ る 
サマ ルカ ンド で きす 青 と 白 を 基調 に し た 建物 な ど 、 景 色 が すばらし 
く 、 ど こ で 写真 を 撮っ て も イン スタ 映え し ます 細か な デザ イン が 施 
され た シル バー の アク セ サ リ ー や 、 魔 除け と いっ た 様々 な 思い が 
上 刺繍 に 込め られ た ス ザ ニ 、 シ ルク な ど 、 素 敵 な お 土産 も た くさ ん 
あり 、 み な さん も 気に入る と 思い ま 所 映画 に 出 て くる 中 央 アジ ア 
の 炊き 込み ご 飯 「 プロフ] も と て も お いし いで す よ 。 

映画 や この パン フレ ッ ト を きっ か け に 、 ウ ズ ベ キス タン に 興味 を 
持っ て いた だ き 、 両 国 の 人 々 の 交流 が より 深まる こと を 願っ て いま 
率 


@2019「 旅 の お わり 世界 の は じ ま り ]」 製作 要員 会 プ UZBEKKINO 


Profile [プロ フィ ー ル ] 


1991 年 生ま れ 。 女 優 、 歌 手 。2012 年 に AKB48 を 卒業 。2019 年 4 月 、 ウ 
ズ ベ キス タン 共和 国 の 観光 大 使 に 就任 。 同 年 8 月 の 第 72 回 ロカ ル ノ 国 際 
映画 祭 に 「 旅 の お わり 世界 の は じ ま り 」 が クロ ー ジ ング 作品 と し て 上 映 さ 
7 だら 


Web Information 


ー 世 界 地 訓 の 人 伝統 、 歴 史 - ヵ = 栃 ノ 必 剛昌 x | | 9 人 


https://Www.mofa.go WAM html 


中 央 アン ア ・ コ ー カ サス と ミル 


上 


4 中 


私 の 母国 で ある ジョ ー ジ ア は 、 ア ジア と ヨー ロッ パ を 結ぶ 地政 学 上 重要 な 位 
置 に あり まま ぶ それ 政 、 歴 史上 大 国 の 侵攻 を 受け 続け まし た が 、 ジ ョ ー ジ ア 人 は 
自ら の 力 で 国 を 守り 、 世 界 最 十 の 文化 、 伝 統 や 歴史 を 守っ て きま し た 。 

ジョ ー ジ ア は と て も ユニ ー ク な 国 で す 。 雪山 も 、 す ば らし い 海 岸 も あり 、 黒 海 の 
ビー チ で 日 光 浴 を し て 、 数 時 間 移 動 す れ ば 山 で スキ ー も 楽し め ま ぶ 

337 年 に 国教 化 を 行っ た 世界 最 古 の キリ スト 教 国 の 一 つ で 、 各 地 に は 
に 古い 教会 や 修道 院 が 数 多く 残っ て いま 私 た ちの 言語 と 文字 は 他 の 言 
や 文字 と 全く 異な た り ます 文学 や 音楽 で 多く の 名 作 を 生み 出し 、 ス ポー MM 
は 、 特 に レス リン グ や 柔道 が 強く 、 多 く の オ リン ピッ ク 金 メダ リス ト を 緒 出 し て いま 


国 別 の 詳し い 情報 が 
掲載 され て いま % 


Kazakhstan 


ER Kyrgyzstan 
渡航 関連 情報 96=0/ 


Tajikistan 


https://Www.mofa.go, BOOGRAMSKG0DdBR html 


海外 旅行 の 前 に は 
[海外 安 全 ホ ー ム ペー ジ ] や 
あま た 、 ジ ョ ー ジ ア は 日 本 で 開催 され た ラグ ビー・ ワ ー ル ドカ ッ プ 2019 に も 出場 し まし た 。 「 世 界 の 医療 事情 等 で 


ワイ ン や 料理 も や 大きな 誇 り で ぶ 多く の 科学 者 や 専門 家 が 世界 最 吉 の ワイ ン 生 産 国 で ある と 認 現地 事情 を ご 確認 下さ い 。 


Turkmenistan 


= し auCaSUS 


Azerbaijan 


1 
め 、 そ の 独自 の 製法 に よる 「 ク ヴェ ゲ リ ・ ワ イン | は 約 8000 年 の 歴史 が あり ます 独特 の 化学 組成 や 香 
り を 持ち 、2013 年 に スネ スコ で 世界 無形 文化 遺産 に 登録 され まし た 。 Twitter 1 Georgia 
まだ まだ 語り 尽く せま せん が 是非 世界 一 の お も て な し 国 ジョ ー ジ ア に 遊び に き て くだ さい 。 由 央 アジ ア と っ 3 大 | gl ] 
Profile レロ ルー ゆか いな 仲間 た ち 
朗 | 98 7 年 生ま れ 。 ジ ョ ー ジ ア ・ ム ツ ヘ タ 出 身 。 春 日野 部 屋 所 属 。 最 高位 は 大 関 RS 
(2020 年 3 月 現在 )。 本 名 は レヴ ァ ニ ・ ゴ ル ガ ゼ 。 得 意 技 は 右 四 つ 、 寄 り 、 上 手 投げ eS 
写真 提供 : 内 閣 広報 室 、JICA、fliokr。 


表示 され て いな い 写 真 の 著作 権 は 外務 省 に 帰属 し ます 。 
http://www.mofa.qo.jp/mofaj/ 
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Country Profile 中 央 アジ ア ・ コ ー カ サス 諸国 の 模 顔 


ヨー ロッ パ と アジ ア か が 出会う 場所 

中 央 アジ ア ・ コ ー カ サス 諸国 は 、 広 大 な ユー ラ シ ア 大 陸 の 
ほぼ 中 央 部 に 位置 し 古く は ヨー ロッ パ と アジ ア を 結ぶ シル ク 
ロー ド の 拠点 と し て 繁栄 し まし た 。 こ の 道 を 通じ て 古代 より 物 
資 の 移動 、 文 化 交 流 が 盛ん に 行わ れ ま し た 。 ソ 連 か ら 独 立 し 


て 以降 新た な 国 づ くり に 励む これ ら の 国々 で は 、 日 本 に 対す 
る 関心 も 高く 、 今 、 様 々 な 面 で 交流 や 関係 の 強化 が 行 
いま る 


われ て 


CAUCQASU< 


の 


- ノーベル 兄弟 
が 油田 開発 に 
成功 し た 有数 
の 資源 国 
mm、 


都 @ バク ー 
族 @ アゼル バイ ジャ ン 系 (91.6%)、 レ ズ ギン 系 (2.0%)、 
ロシア 系 (1.3%)、 ア ル メ ニア 系 (1.3%)、 タ リ シ ュ 系 (0.3%) 
語 @ 公用 語 は アゼル バイ ジャ ン 語 一 三 ー 
教 @《 主として イス ラム 教 シ ー ア 派 


アル メニ ア 共 和 国 い 
Republic of Armenia 


弧 |m 


汗 | 皿 


< あく 2 逢 | 3,280 万 人 


11860 ヵ 人 


世界 で 初め 4 。 
て キリ スト 
教 を 国教 化 


7 1.000 ヵ 人 


| セタ ン | 還 良 2 館 2 930 万 人 


620 ヵ 人 


首 都 @ エレ バン 0p 人 
民 族 @ アル メニ ア 系 (98.1%)、 ヤ ズ ディ 系 (1.1%)、 ロ シア 系 (0.3%)、 ジョ ー ジ ァ B90 万 人 
アッ シリ ア 系 (0.1%)、 ク ルド 系 (0.1%)、 そ の 他 (0.3%) アル メニ アァ 290 万 人 
言 語 @ 公用 語 は アル メニ ア 語 、 ロ シア 語 も 広く 通用 0 上 本 1 代 2.690 ヵ 人 
宗 教 @ 主として キリ スト 教 (東方 諸 教会 系 の アル メニ ア 教 会) ? ooo zoo sooo の ひい 


一 人 当たり GDP 比較 (2018 年 、 国 際 通 貨 基金 ) 2 \ 
" 日 本 の 和食 と 共に ジョ ー ジ 皿 軸 P,401 *H ル ウズ ベ キ スタ ン 共 和 国 古都 サマ ルカ ンド ) 
ア の 伝統 的 ワイ ン 製 法 が ユ 『。 Republic of Uzbekistan に は ティ ムー ル 帝 国 
ネス コ 無形 文化 遺 中 産 に 登録 リー 4,722 ※ ド ル の 首都 と し て も 有 
| 4.346|※ ド ル 名 な 観光 地 
ee NN シシ | 4.188 ドル 首 都 @ タシケント 
に 5 2 生 ら 2 8%)、 ア ゼル バイ ジャ ン 系 (6.2%)、 | | 開 較 FU 際 0 MS 
アル メニ ア 系 (4.5%)、 ロ シア 系 (0.7%)、 オ セ チ ア 系 (0.4%) | 言語 @ 国家 語 は ウズ ベク 語 、-ー 
言 語 @ 公用 語 は ジョ ー ジ ア 語 タジキスタン 826 米ドル 2 計 に こ こ 
宗 教 @ 主として キリ スト 教 ( ジ ョ ー ジ ア 正 教 ) 日 本 3 万 9.304 ※ ド ル 宗 教 @ 主として イス ラム 教 スン ニ 派 


ーー ニーーーーー デ ーー っ 
6000 8000 10000 (米ドル ) 


ャ ーーーーーーー 
2000 4000 


Central Asia, Caucasus & japan 


日 本 人 宇宙 飛行 士 
も 同国 の 基地 か ら 
国際 宇宙 ステ ー 
ショ ン に 旅立つ 


都 @ ヌル スル タン 

族 @ カザフ 系 (67.47%)、 ロ シア 系 (19.76%)、 ウ ズ ベク 系 (3.18%)、 
ウクライナ 系 (1.53%)、 ウ イグ ル 系 (1.46%)、 タ ター ル 系 (1.11%)、 
ドイ ツ 系 (0.99%)、 そ の 他 (4.5%) 

言 語 @ 国家 語 は カザフ 語 、 
公用 語 は ロシア 語 

教 @《 主として イス ラム 教 ス ン ニ 


呈 | 喧 


派 


日 本 人 と 似 た 外見 。 中 央 ア ) 
キル ギ ス 共和 国 。、 ジア の 真珠 と 言わ れる イ 


攻 当 Kyrgyz Republic「 シク クリ 湖 に は 三蔵 法師 
> も 立ち 寄っ た と いわ れる 


ーー 


首 都 @ ビシ ュ ケ ク 

族 @⑯ キル ギ ス 系 (73.3%)、 ウ ズ ベク 系 (14.7%)、 ロ シア 系 (5.6%)、 
ドウ ガン 系 (1.1%)、 タ ジ ク 系 (0.9%)、 ウ イグ ル 系 (0.9%)、 
タジク 系 (0.9%)、 そ の 他 タ ター ル 系 、 ウ クラ イナ 系 な ど 

語 @ 国家 語 は キル ギ ス 語 一 テー 
公用 語 は ロシア 語 

、 宗 教 @ 主として イス ラム 教 ス ン ニ 派 


) 
い タジキスタン 共和 国 風光 明 婦 な 山 岳 
ー Republic of Tajikistan 、 と 豊か な 水 の 国 


都 @ ド ゥ シャ ン ベ 


務 


光 


き 


し 。 
牟 | 喧 


族 @ タジク 系 (84.3%)、 ウ ズ ベ ク 系 (12.2%)、 キ ル ギ ス 系 (0.8%)、 
ロシア 系 (0.5%)、 そ の 他 (2.2%) 
語 @ 公用 語 は タジク 語 - 三 
ロシア 語 も 広く 通用 
教 @ 主として イス ラム 教 ス ン ニ 派 


大 理 石造 り の [自重 の 首 4 
都 ] が ある 永世 中 立国 


首 都 @ アシ ガバ ッ ト 
民 族 @ トル クメン 系 (76.7%)、 ウ ズ ベ ク 系 (9.2%)、 ロ シア 系 (6.7%)、 

カザフ 系 (2.0%) な ど | 
言 語 @ 公用 語 は トル クメン 語 、 ロ シア 語 も 広く 通用 
宗 教 @ 主として イス ラム 教 ス ン ニ 派 


Central Asia 


Central Asia, Caucasus & japan 


想 W90(g 思 lle】 開か れ 、 安 定 し 、 自 立 的 な 発展 に 向け て 


対 中 央 アジ ア ・ コ ー カ サス 外交 の 重要 性 
地政 学 的 重要 性 


ロ シ 祥 中国 、 ア フ ガ ニス タン 、 イ ラン な どの 国々 に 隣接 し 、 ア ジア と ヨー 
ロッ パ 、 ロ シア と 中 東 を 結ぶ 十字 路 に 当たる この 地域 の 情勢 は 、 ユ ー ラ 
シア 大 陸 全 体 の 平和 と 安定 に 大 きく 影響 する た め 、 周 辺 諸国 の 情勢 も 
含め 、 こ の 地域 の 動向 は 日 本 は も と より 国際 社会 全体 の 大 き な 関心 事 
項 と な っ て いま す 
豊富 な エネ ルギー 資源 

この 地域 で は 、 石 油 、 天 然 が か ス な どの エネ ルギー 資源 の ほか 、 ウ ラン 
レア メタ ル な どの 様々 な 鉱物 資源 が 埋蔵 され て お り 、 採 掘 を 行っ て いま 
ネ 特に 、 カ スピ 海 周辺 地域 か ら 了 欧州 ・ ロ シア ・ 中 国 に 向け て パイ プラ イン 
が 設置 され て お り 、 重 要 な エネ ルギー 輸送 ルー ト に 位置 し て いる こと か 
ら 、 こ の 地域 の 安定 と 繁栄 は 、 国 際 エ ネル ギー 安全 保障 の 観点 か ら も 
大 変 重要 で まれ 
新しい パー トナ ー シ ッ プ に 向け て 

日 本 は 、 中 央 アジ ア ・ コ ユー カサ 
ス 諸 国 の “開か れ 、 安 定 し 、 自 立 
的 な 発展 ”? を 支援 し つつ 、 二 国 間 
関係 を 強化 し て いま 包 特 に 、 
2015 年 10 月 に 安 借 総理 が 日 本 
の 総理 大 臣 と し て 初め て 中 央 ア 
ジア 5 か 国 を 歴訪 し 、2018 年 9 月 
に 河野 外務 大 臣 (当時 ) が 日 本 
の 外務 大 臣 と し て 初め て コー カ 
サス 3 か 国 を 歴訪 し た こと を 受 
は 、 中 央 アジ ア ・ コ ー カ サス 諸国 と 
の 関係 は 新た な ステ ー ジ に 入り 


EAI っ 
近年 の 首脳 レベ ル の 往来 日 ・ ウ ズ ベ キス タン 首脳 会 談 (内 閣 広 報 室 ) 
2015 年 3 月 ベル ディ ム ハ メ ド フ ・ ト ルク メニ スタ ン 大 統領 が 訪日 
2015 年 10 月 安倍 内 閣 総理 大 臣 が 中 央 アジ ア 5 か 国 を 訪問 
2016 年 11 月 ナ ザ ル バエ フ ・ カ ザ フ ス タン 大 統領 (当時 ) が 訪日 
2018 年 10 月 ラフ モン ・ タ ジ キ ス タン 大 統領 が 訪日 
2019 年 10 月 ナ ザ ル バエ フ ・ カ ザ フ ス タン 初代 大 統領 、 ジ ェ エ ン ベ コ フ ・ キ ル ギ ス 大 統領 、 
ベル ディ ム ハ メ ド フ ・ ト ルク メニ スタ ン 大 統領 、 サ ルキ シャ ン ・ ア ル メ ニア 大 統領 、 
ズラ ビシ ヴィ リ ・ ジ ョ ー ジ ア 大 統領 の 他 、 ウ ズ ベ キス タン 及び タジキスタン の 上 院 議長 、 
アゼル バイ ジャ ン 国 会 議長 が 訪日 (即位 の 礼 ) 
2019 年 12 月 ミル ジ ヨ ー エ フ ・ ウ ズ ベ キス タン 大 統領 が 訪日 


日 本 大 使 館 開設 : 1993 年 @ 日 本 大 使 館 開 設 : 1993 年 
@ 在京 ウズ バキ スタ ン 大 使 館 開設 : 1996 年 @ 在京 カザフ スタ ン 大 使 館 開 設 : 1996 年 
2001 年 に 両国 間 の 定期 直行 便 が 開 天然 資源 輸出 を 原動力 と し た 経済 成長 
設 さ れ て 以来 、 多 く の 日 本 人 観光 客 が サマ を 背景 に 、 エ ネル ギー・ 製 造 業 等 の 分 野 
ルカ ンド や ブハラ と いっ た シル クロ ー ド ゆ で 日 本 企業 の 進出 が 進ん で いま す 。 ま た 、 
か り の 地 を 訪れ て いま す 。 第 二 次 大 戦後 、 日 本 と カザフ スタ ン は 核兵器 の な い 世 界 
タシケント に 抑留 され た 日 本 人 が 建設 に の 実現 に 向け て 共同 で 取り 組ん で いま す 。 
従事 し た ナ ボ イ 劇場 は 、1966 年 の 大 地 2015 年 9 月 、 両 国 は 包括 的 核 実験 禁止 
震 の 際 に 、 周 り の 建物 が 全て 倒壊 し た 中 条約 (CTBT) 発 効 促進 会 議 の 共同 議長 
で も 倒壊 し な か っ た と し て 、 日 本 人 の 仕事 国 に 就任 し た ほか 、2016 年 11 月 、 訪 日 中 
の 正確 さ が 賞賛 の 的 と な り ま し た 。 の ナ ザ ル バエ フ 大 統領 が 広島 を 訪問 し 、 
原爆 死没 者 慰霊 牧 に 献花 し まし た 。 
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日 本 と の 外交 関係 日 本 と 中 央 アジ ア ・ コ ー カ サス 地域 の 8 か 国 は 2022 年 に 外交 関係 樹立 30 周 年 を 迎え ます 
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引用 :flickr Tormod Sandtorv 
ガス が 燃え 続け る 「 地 獄 の 門 ]( ト ルク メニ スタ ン ) 


@ 日 本 大 使 館 開設 :2003 年 @ 日 本 大 使 館 開設 :G002 年 
@ 在京 キル ギ ス 大 使 館 開設 :2002 年 @ 在京 タジキスタン 大 使 館 開設 :2007 年 


キル ギ ス 人 は 非常 に 親日 的 で 、 顔 立ち タジキスタン は ソ連 崩壊 後 、 中 央 アジ ア で 
が 日 本 人 と 似 て いる 人 が 多く 、 新 生 児 の お 唯一 、 内 戦 (1992 て 97 年 ) に 陥り まし た 。 現 
尻 な ど に 蒙古 斑 が 出る の も 日 本 人 と 同じ 。 地 の 国 連 ミ ッ シ ョ ン に 派遣 され た 秋野 豊 氏 

アジ ア の 真珠 と 称 さ れる イシ が 1998 年 に 犠牲 と な り ま し た 。 日 本 は タ ジ キ 

中 大 アジ ア の 各 株 と 称 さ れる 保全 地 イ ンー フン の 復 生 を 支え る と と も に 、 現 在 まで 開 
ククリ 湖 は 、 玄 尊 三 蔵 も 立ち 寄り 、 湖 底 に シ 
DER 発 支援 を 続け て いま す 。 内 戦 か ら 20 年 が 

2 法 00 0 析 う 下品 は アミ がら に 人 6 末 き か る 日 
し CH で AM 語末 し 者 導 も 導 も くい まお タンキ 
年 か ら そ の 湖畔 で 開催 され て いる シル ク スタ ン の 伝統 武道 グ シ ュ テ ィ ン ギ リ は 日 本 の 
ロー ド 国 際 マ ラ ソ ン に は 、 毎 年 日 本 や 海外 柔道 と 似 て お り 、 柔 道 や 空手 は タジキスタン 
か ら マ ラン ソン 愛好 家 が 参加 し て いま す 。 で 人 気 の 高い スポ ー ツ と な っ て いま す 。 


金 に dk 一 刺 み 7 フラ イド の 


Ashgabat 詳 . ア シ ガ バッ ト 


「 中 央 アジ アオ 日 本 」 対話 イメ ー ジ キャ ラク ター 
森 墓 氏 (漫画 家 、 巻 末 参 照 ) 製 作 


タ ジン キス タン 


コー カサ ス の 山々 


トル ク メ ニ スタ ン アゼル バイ ジャ ン アル メニ ア ジョ ー ジ ア 

@ 日 本 大 使 館 開設 :2005 年 @ 日 本 大 使 館 開 設 
@ 在京 トル ク メ ニス タン 大 使 館 開設 :P013 年 
教育 重視 の 政策 を 打ち 出し た ベル ディ ム 
ハメ ド フ 大 統領 の 決定 に より 、2007 年 9 
上 初め て 現地 の 大 学 に 日 本 語学 科 が 開 
設 さ れ 、 現 在 で は 日 本 人 講師 に よる 授業 が 
行わ れ て いま す 。 京 王 線 府中 競馬 正門 前 
駅 (東京 都 ) に 立つ 黄金 の 馬 像 「 ア ハル テ 
ケ 」 の モデ ル と 言わ れる 「 汗 血 馬 」 の 原産 地 
で す 。 ま た 、 近 年 、 日 本 企業 の 協力 に より 天 
然 ガ ス 加 工 分 野 で 複数 の 大 型 プ ラン ト が 


2 Tajikistan _3 の 


@ 在京 アゼル バイ ジャ ン 大 使 館 開設 :2013 年 

1546 年 に 世界 最 古 の 石油 井 に よる 採 
掘 が 行わ れ 、20 世 紀 初 頭 に は 世界 の 石 
油 の 生産 量 の 半分 を 占め て いた 資源 大 
国 で 、 日 本 企業 も カス ピ 海 の 油田 開発 や 
パイ プラ イン 事業 に 参画 し て いま す 。 柔 道 、 
レス リン グ な ど が 盛ん で 、 オ リン ピッ ク 等 で 
日 本 人 選手 と 対戦 する 姿 を 見 る こと も あり 
ます 。 ま た 、 ソ 連 の スパ イ だ っ た ゾル ゲ や 、 
有名 な チェ ロ 奏 者 で ある ロス トロ ポー ヴィ 
チ の 出身 国 で も あり ます 。 


「 中 央 アジ アオ 日 本 」 対話 


日 本 は 、 中 央 アジ ア の 地域 内 協力 を 促進 する こと な ど を 目的 に 
2004 年 に 「 中 央 アジ ア + 日本] 対話 を 立ち 上 げ ま し た 。 

設立 か ら 15 年 以上 が 経ち 、 近 年 は 対話 に 留まら な い 、 よ り 実 践 的 
な 協力 に 重点 を 置い て いま す 。 


ら 01 9 年 月 
「 中 央 アジ ア + 日 本 」 対 話 ・ 第 フ 回 外相 会 合 
中 央 アジ ア の 「 開 か れ 、 安 定 し 、 自 立 的 な 発展 」 を 支え る 「 触 媒 」 と し て 


地域 に 関与 じ て い く と いう 日 本 の 対 中央 アジ ア 外 交 の 基本 方 針 を 改め 
て 発信 し まし た 。 

また 、 法 の 支配 、 自 由 で 開か れ た 国際 秩序 の 遵守 の 必要 性 を 強調 する 
と と も に 、 安 保 理 改革 の 重要 性 を 再 確認 し まし た 。 
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1 層 箇 KN MtTtNS Mime Fw ーー ヘー wm TNCTFMW TP 
1 電 NN た AAPWW NM OTTOT に PTEYOTETTP2 
ニュー ーー か = ニー ネー デー ドー 


PTP 日 本 」 対 語 - 第 7 回 外相 会 


018 年 月 

「 コ ー カ サス ・ イ ニシ アテ ィ ブ 」 

河野 大 臣 ( 当 時 ) は 、8G018 年 月 に 日 本 の 外務 大 臣 と し て 初め て ア 

ル メ ニア と ジョ ー ジ ア を 、1 9 年 ぶり に アゼル バイ ジャ ン を 訪問 し まし 
た 。 コ ー カ サス 3 ヨ か 国 訪問 の 際 に 、 日 本 は 対 コ ー カ サス 地域 外交 の 考え 
方 と 具体 的 な 協力 方 針 を |「 コ ー カ サス ・ イ ニシ アテ ィ ブ 」 と し て 発表 し ま 
し た 。 こ れ は 、 コ ー カ サス 地域 を 0% ア ジ カ 欧州 中東 を つなぐ ゲー トウ ェ 
イ の 潜在 性 、 及 び @g 国 際 社 会 の 平和 ・ 安 定 に 直結 する 戦略 的 重要 性 を 備 
える 地域 と し て 位置 づけ 、 以 下 の ら 本 の 協力 の 柱 を 示し た も の で すま 

く 協 力 の 柱 > 


| . 「 国 造り 」 を 担う 「 人 造り 」 支 援 ( 人 材 育成 ) 


上 . [魅力 あ る コー カサ ス 」 造 り の 支援 (イン フラ 、 ビ ジネス 環境 整備 ) 


@ 日 本 大 使 館 開設 :2015 年 @ 日 本 大 使 館 開設 :2008 年 

@ 在京 アル メニ ア 大 使 館 開設 : コ 010 年  @ 在京 ジョ ヨー ジア 大 使 館 開設 :6007 年 
紀元 前 より 王国 を 建国 し 、 世 界 で 最も 2015 年 、 日 本 に お ける 国名 呼称 を 「 グ ル 

早く キリ スト 教 を 国教 化し た 歴史 豊か な 国 ジア 」 か ら 「 ジ ョ ー ジ ア 」 に 変更 し まし た 。 

で あり 、 残 存する 多く の ユニ ー ク な 教会 建 ジョ ー ジ ア 人 に は 長寿 者 が 多く 、 そ の 理由 と 

築 を 目的 と し て 日 本 人 観光 客 が 増え て い 考え られ て いる ヨー グル ト は 「 グ ル ジ ア ヨー グ 

よ す 日 本 と 困 じ よう に 地震 が 多い こと か ら ルト 」「 カ スピ 海 ヨー グル ト 」 と し て 日 本 で も 注 


目 さ れ て いま す 。 ま た 、 最 古 の ワイ ン と し て 知 
防 炎 分 野 が 二 国 間 協 力 の 柱 の 一 つと な っ られ て いる ジョ ー ジ アワ イン に も 近年 関心 が 


て いま す 。2011 年 の 東日本 大 時 攻 に 際 し 高まっ て いま す 。2019 年 現在 、2 名 の ジョ ー 
て は 、 ア ル メ ニア か ら 義 援 金 の 提供 の ほ ジア 人 力 土 が 活躍 中 で 、 相 撲 を 通じ た 日 本 
か 、 大 統領 等 も 出席 し た 追悼 の ミサ や チャ と の 交流 も 盛ん で す 。 

リティ ー コ ン サ ー ト が 実施 され まし た 。 
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軸 We)u(e0【e 電 ee)6( コ Glu【e の 0 経済 協力 関係 


8 か 国 の 安定 と 経済 発展 を 日 本 が 力強く バッ クア ッ プ イン フラ 整備 (電力 ) 
日 本 の 協力 ・ 支 援 が 各国 の 国 づく り と 友好 関係 の 発展 に 着実 な 成果 を あげ て いま 『 シ マル ・ ガ ス 火 力 複合 発電 所 第 2 号機 建設 計画 ]( 有 償 資 金 協力 ). 
日 本 の 取組 日 本 に よる 中 央 アジ ア ・ コ ー カ サス 地域 へ の 援助 累計 客 アゼル バイ ジャ ン の 首都 バク ー が ある アプ シェ ロン 半島 地域 は 、 人 口 と 電 oo 


2017 年 度 まで (単位 : 百 万 ドル ) な 電力 供給 力 の 拡充 及び 効率 性 向上 を 図り 、 電 力 不足 の 緩和 及び 同国 経済 の 持続 的 成長 に 寄与 する こと を 目的 と し て ガス 火力 複合 発電 設備 


中 央 アジ ア ・ コ ー カ サス 地域 の 発展 と 安定 贈与 (定格 出力 400MW) 及 び 関 連 送電 施設 の 建設 を 支援 し た も の で 示 ま た 、 天 然 ガ ス を 効率 的 に 使用 する こと で 、 地 束 温 暖 化 の 原因 と な る 二酸化 


国名 の 有償 資金 協力 合計 
RS 2 無人 協力 | 技術 協力 計 | | 
| に > の 2006 2 1.008.95 | 1430.06 炭素 、 大 気 汚染 物質 で ある 窒素 、 硫 黄 酸化 物 の 排出 量 の 抑制 及び 単位 燃料 当たり の 発電 電力 量 の 増加 が 期待 され て いま 令 和 元 年 9 月 に 行 
も 大 き な 意 義 を 有 し て いま 日 本 は 、 旧 ソ連 カザフ スタ ン 51.74 | 152.85 204.59 462.19 666.77 われ た 開所 式典 に は 、 ア リエ フ 大 統領 と 山田 賢司 外務 大 臣 政務 官 (当時 ) が 出席 し まし た 。 
時 代 の 計画 経済 か ら の 移行 を 支援 し 、 経 済 発 キル ギ ス 215.08 192.31 407.39 250.39 657.78 = ーー この ン 
タジキスタン 265.09 80.27 345.36 - 345.36 


展 に 向け た イン フラ 警備 、 市 場 経済 化 に 向け トル ク メ ニ スタ ン 5.47 14.13 19.60 13.80 33.40 
た 人 材 育成 、 保 健 医療 を 含む 社会 分 野 な ど アゼル バイ ジャ ン 86.59 38.82 125.41 730.98 856.40 

0 6 6 アル メニ ア 65.22 | 41.93 | 107.15 269.80 | 376.94 
多彩 な 分 野 で 支援 を 行っ て いま あぶ ま た 、 共 通 ジョ ー ジ ア 98.54 | 25.06 | 123.60 222.83 | 346.43 
の 課題 を 抱え る この 地域 の 国々 が 協力 し 合う 中 央 アジ ア ・ コ ー カ サス 地域 人 計 | 1.019.66 1.784.30 | 3.894.63 | 5678.93 


こと が 大 切 と の 考え か ら 、 日 本 は 国境 管理 、 テ 
p・ 麻 薬 対策 、 防 災 、 運 輸 物流 、 農 業 、 観 光 な 中 央 アジ ア ・ コ ー カ サス 地域 に 対す る 国境 管理 テロ < 麻薬 対策 


と の 分 野 で 実践 的 協力 を 進め 、 地 域内 協力 DAC 諸 国 の ODA 実 績 ーー 。zD 下 
の 促進 を 支援 し て いま す 2016 年 (支出 総額 単位 : 百 万 米ドル 、 出 典 :OECD/DAC) eK 人 ZAi ける 業 物 es K 

ここ で は 日 本 が 行っ て いる 多様 な 支援 の 一 その 他 日 本 に 対す る 国 鹿 絡 ra 所 設置 及 シマ ル ・ ガ ス 火 力 複合 発電 所 第 2 号機 遠景 アリ エフ 大 統領 、 山 田 政務 官 に よる 中 央 管制 室 で の 運転 開始 の 様子 
PH 14240 _ 327.07 、 ソ 下 蘭 協 力 強 化 計 画 ] 「 コ ン バ イ ンド サイ クル 発電 運用 保守 


(無償 資金 協力 、 Lo) トレ ー ニ ング セン ター 整備 プロ ジェ クト 」( 技 術 協力 ) 


ウズ ベ キ スタ ン で は 、 限 りあ る 資源 で ある 天然 が ス を 有効 に 活用 する た め 、 老 朽 化し た ソ連 製 の 発電 所 か ら 、 エ ネル ギー 変換 効率 の 良い 日 本 
製 の が ガス ター ビン を 採用 し た 火力 発電 所 へ の 切 夫 え を 進め て いま す これ ら の 発電 所 で は 天然 が ス を 燃焼 きせ 、1300'C 以 上 の 高温 が ス で ター ビ 
ン を 高速 で 回 し て 発電 する た め 、 安 全 ・ 安 定 的 に 運転 する た め に は 高度 な 技術 と 適切 な 維持 管理 が 必要 で す 。 こ の 協力 で は 、 こ れ ら の 運転 ・ 維 持 
管理 を 担う 技術 者 を 養成 する た め の ト レー ニン グセ ンタ ー の 整備 を 支援 し 、 実 習 用 機材 の 供与 や 研修 カリ キュ ラム を 策定 し て 技術 指導 を 行い まし 

中 央 アジ ア 諸 国 は 、 ア フ ガ ニス タン か ら ロ シ た 。 研 修 を 受け た 技術 者 た ち が 、 今 日 もら ウズベキスタン の 安定 的 な 電力 供給 を 支え まみ 
ア ・ 欧 州 に 向け た 麻薬 、 武 器 の 密輸 ルー ト と 
な っ て お り 国境 管理 能力 の 強化 が 地域 の 重 


開発 協力 、ODA と は 


開発 協力 と は 、「 開 発 途上 地域 の 開発 を 主 
た る 目的 と する 政府 及び 政府 関係 機関 に よる 
国際 協力 活動 |」 の こと で 、 そ の た め の 公 的 資 
金 を ODA(Ofcial Development 
Assistance( 政 府 開発 援助 )) と いい まあ 政 
府 又 は 政府 の 実施 機関 は ODA に よっ て 、 平 
和 構 築 や が バナ ンス 、 基 本 的 人 権 の 推進 、 人 


道 支援 等 を 含む 開発 途上 国 の | 開発 ] の た 105 92 ol 要 な 課題 と な っ て いま ぶ 
め 、 開 発 途上 国 又 は 国際 機関 に 対し 、 資 金 ミ この 協力 は 国連 薬 物 犯罪 事務 所 
(贈与 ・ 貸 付 等 )・ 技 術 提供 を 行い まる DAC:OECD 開 発 援助 委員 会 (UNODC) を 通じ て 、 中 央 アジ ア 諸 国 に お い 


て 国境 連絡 事務 所 の 新設 及び 機材 整備 並び 
に 治安 機関 職員 の 能力 強化 等 を 実施 する こと 
に より 、 中 央 アジ ア 諸 国 の 国境 管理 、 麻 薬 対策 
の 強化 を 行う ちの で まあ この 協力 を 通じ て 、 中 央 


- : 


保守 点検 に つい て 研修 を 受け る 技術 者 た ち 円 借款 で 建設 し た ナ ボ イ 火力 発電 所 


ecwup OHDCTIOD.HZ 2 


アジ ア 諸国 の 平和 と 安定 に 寄与 する と と も に 、 イン フラ 整備 (運輸 ) 
中 央 アジ ア 域 内 協力 の 推進 に 貢献 する こと が 東西 ハイ ウェ イ 整 備 計画 」( 有 償 資 金 協力 )- 
は ESPNEANEcA2SREESK 
PPPni 了 っ 1 MS ジョ ュー ジア の 運輸 シス テム は 、 過す Cgcko の 7 時 浴 岸 の 港 を 中 心 と する 海上 輸送 及び 空路 か ら 構成 きれ 
また ジョ ー ジ ア は 、 欧 州 と 中 央 アジ ア を 最短 距 郊 で 結ぶ ルー ト 上 に 位置 し 、 カ スピ 法 産 石油 ・ ガ ス の パイ プラ イン の 経由 地 と し て 、 ま た 地域 物流 の 中 
TE た 材 育成 を 支援 「 有 本 セン ター ビジ ネス プロ ジェ クト |( 抽 術 カ )( 継 基地 と し て 重要 性 を 高め て いま あこ の 協力 で は 、 ヨ ー ロ ッ パ と アジ ア を 結ぶ 重要 な 国際 物流 網 を 構成 する 東西 ハイ ウェ イ の ゼス タフ ォ ニ ー ク タイ シ 
新しい 国造 り の た め の 人 日 本 セン ター ビジ ネス プロ ジェ クト 」( 技 術 協力 )( 無 償 資 金 協力 2 ー サ ム ト レデ ィ ア 間 の 道路 の 加 備 を 支援 し て いま また これ に より 、 同 国 の 輸送 力 を 増強 し 、 地 域 経済 の 発展 に 寄与 する こと が 期待 きれ て いま す 


日 本 は 、 中 央 アジ ア ・ コ ー カ サス 諸国 に 対し 1 斉 RONROESHN 」 は 、「 留 学生 受入 10 万 人 計画 ] の 下 、1999 年 度 に PE 
て 、 こ れ ま で 1 万 人 以上 の 研修 員 の 受入 れ 、3 官 の 日 本 留学 事業 で 、 帰 国 後 、 留 学生 が 得 た 知識 を 自国 に 還元 し 、 日 本 と の 友好 関係 強化 に 貢 
千 人 以上 の 専門 家 の 派 遣 を は じ め 、 若 手 行 柚 す る こと を 目指 し て いま すみ , これ まで 中 央 アジ ア 地 域 か ら は 約 600 人 を 留学 生 と し て 受け 入れ て き 
政官 の 日 本 留学 プロ ジェ クト で ある 人 材 育成 まし た 。 留 学 経験 者 の 中 に は 、 現 在 指導 的 地位 で 活躍 し て いる 例 も 増え て き て いま る 
奨学 計画 や 、 日 本 人 材 開発 セン ター を 通じ た また 市場 経 済 の 基盤 を 担う 民間 企業 の 人 材 育成 の 観点 あら 、 ウ ズ ベ キス タン 、 キ ル ギ ス 、 カ ザ 
ビジ ネス 人 材 育成 等 新しい 国造 り に 必要 な フス タン で は 、 日 本 人 材 開発 セン ター を 通じ た ビジ ネス 人 材 育成 を 支援 し て き て お り 、 実 践 的 な ビジ 
人 材 の 育成 を 支援 し に き て いま す ネス スキ ル ・ ノ ウ ハ ウ を 提供 し て いま る 今後 は 、 日 本 の 中 小 企業 と 現地 企業 と の 関係 促進 に も 役 - 3 

立つ よう な 取組 を 行っ て いく 予定 で 整備 済 区 間 の 様 チ 建設 工事 の 様 チ 
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豆 We)e(ge0【e 電 67@)6( コ Gt の 0M 経済 協力 関係 


基礎 社会 サー ビス (防災 ) 
消防 機材 太 計画 (無償 資 金 協力 ) ーー 


アル メニ ア で は 自然 災害 が 頻発 し 、 地 方 に お SN と な っ て いる た め 、 災 害 対策 が 優先 課題 と な っ て いま る 特に 地方 部 で 
は 、 焼 畑 農 業 に 起因 する 山 火 事 が 頻発 し て いま す が 、 坂 道 が 多く 高低 差 が 大 きい 地域 で は 消火 活動 が 難し く 、 都 市 向け の 消化 活動 に 適し た 
機材 が 不足 し て いま まあ また 、 同 国 が 保有 し て いる 消防 機材 の 多く は 老朽 化 や 機能 低下 が 著しく 、 安 全 上 の 欠陥 を 抱 を て いる た め 、 迅 速 な 消火 
活動 に 支障 を 来 し 、 被 害 拡大 に つなが る ケー ス が 生じ て いま 

この 協力 で は 、 同 国 に お ける 災害 対策 の 優先 地域 (ロリ 、 シ ラク シュ ニク 州 ) に 消防 車両 ・ 機 材 の 整備 を 行う こと に より 、 同 国 の 消防 活動 の 改 
療 を 図り 、 防 災 対 策 の 強化 に 寄与 する こと が 期待 きれ て いま ぶ 


3USUUSUU ARMENIA 


供与 式典 の 様子 


「 ア シ ガ バ ッ ト 市 地域 に お ける 地震 モニ タリ ング シス テム 改善 プロ ジェ クト 」 


xt 投 術 協 力 ) 


トル ク メ ニ スタ ン は 道 山 運動 の 影響 を 受け る 地震 リス ク の 高い 地域 で 、 度 々 大 地震 が 発 
生 し て いま 表 特 に 首都 アシ ガバ ッ ト 市 周辺 は 、1948 年 の 地震 で 壊滅 的 な 被害 を 受け まし 
た 。 一 方 、 同 国 の 地震 観測 施設 は 老朽 化し て お り 、 地 震 防 災 の た め に 必要 な 精度 の 高い 地 
岩 情 報 の 迅速 な 取得 が 困難 な 状況 で 示 こ の 協力 で は 、 同 市 及び 周辺 地域 に お いて 、 地 震 
観測 ネッ トワ ー ク の 整備 と 地震 動 メ カニ ズム 解析 の た め の シ ステ ム 構 築 、 地 盤 調査 等 に よる 
地震 リス ク 評 価 の 能力 向上 を 支援 し まあ これ に より 、 同 地域 の 地震 観測 ・ 解 析 体 制 の 強化 
を 図り 、 防 災 計 画 の 策定 や 地震 防災 施策 の 促進 に 寄与 し ます 


地 角 調 査 の た め の 試 所 の 様 観測 点 で の 現地 調査 


_- ヶ lea Break 


日 本 人 書生 家 ・ 黒 川 紀章 氏 の 
- カザフ スタ ン 首 都 設計 


199 7 年 に カザフ スタ ン の 首都 が アル マテ ィ か ら 北 部 アス タ 
ナ ( カ ザ フ 語 で 「 首 都 」 の 意味 。 現 在 は ヌル スル タン に 改名 ) に 
怖 さ れ ま し た 。 ア スタ ナ 建 設 に 際 し て は 、 日 本 人 建築 家 ・ 故 黒 
川 紀章 氏 が 新 首都 設計 国際 コン ペ で 優勝 し 、 国 際 協力 機構 
(JICA) の 支援 に より 同氏 の マス ター プラ ン ( 基 本 設計 ) に 
従っ て 首都 建設 が 進め られ 、 現 在 で は 未来 都市 の よう な 風景 
が 広がっ て いま す 。2005 年 に は 黒川 氏 設 計 に よる アス タナ 空 
港 新 ター ミナ ルビ ル も オー プン し て いま す 。 
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基礎 社会 サー ビス (保健 ) 
災害 ・ 披 ば く 医療 (長期 研修 )」( 技 術 協力 ) 


カザフ スタ ン で は 旧 ソ 連 時 代 に NNN より 、 水 や 土壌 の 汚染 や 周辺 住民 の 健康 へ の 影響 等 の 放射 線 被害 を 受け まし た 。 日 
本 は 2000 年 代 、 広 島 や 長崎 に お ける 被爆 者 医療 の 経験 生か し 、 カ ザ フ ス タン に 対し 、 住 民 の 検診 や その 後 の 診 断 体制 の 確立 に 向け た 技術 移 
転 等 の 支援 を 行い 、 地 域 医療 体制 の 改善 に 貢献 し まし た 。2018 年 度 か ら は 新た に 、 医 療 従 事 者 や 放射 線 被ばく に 関す る ルー ル 作 り に 取り 組む 行 
政官 の 育成 の た め 、 留 学事 業 を 開始 し て いま まる この 協力 に より 、 災 害 ・ 被 ば く 医 療 科 学 へ の 理解 や 、 放 射線 災害 に 対す る 医療 現場 や 行政 で の 迅 
速 な 対応 の 促進 が 期待 され まま 


大 学 の 先生 方 と JICA 留 学生 実習 で の ディ スカ ッ シ ョ ン の 様子 


甚 礎 社 会 サー ビス (給水 ) 
』 ハ トロ ン 州 ピア ンジ 県 給水 改善 画 ( 無 償 次 金 協力 )- ー 


証人 EE の まけ Sーー 2 か 
可 く 、 旧 ツ ソ連 時 代 に 建設 され た 古い 給水 シス テム や 衛生 的 に 安全 と は 言え な い 浅 井戸 、 か ん が い 用 水路 の 水 な ど が 利用 され て きま し た 。 

この 協力 で は 、 給 水 設備 の 改修 ・ 新 設 ・ 拡 張 等 の た め の 支 援 を 行い まし た 。 こ れ に より 、 約 4,800 戸 の 家庭 で 、24 時 間 い つ で も 蛇口 を ひね れ ば 安 
全 な 水 が 得 られ る よう に な り ま し た 。 人 々 の 衛生 状況 が 改善 され る と と も に 、 児 童 ・ 女 性 の 水流 み 労 働 の 軽減 に 寄与 し まし た 。 


W に 4 し 1 4 - 負 | 
= ーー ーー 
事業 実施 前 は 水路 の 水 を 利用 建設 され た 給水 塔 
農業 ・ ビ ジネス 振興 


「『 一 村 一 品 』 プ ロジ ェクト 」 (技術 協力 ) 


犬 分 県 発祥 の 一 村 一 品 運動 は 、 RE こと に より 、 地 域 や コミ ュ ニ ティ の 和 活性 化 を 目指 す 取組 で キル ギ ス は ツ 連 
月 壊 後 、 地 方 で は 仕事 が な く な り 、 貧 困 間 題 が 深刻 化し て いま し た 。 ま た 、 村 落 部 で は 女性 の 地位 が 低く 、 家 庭 の 用 事 以外 で 女性 が 出かけ る 機会 
は ほとん ど あ り ま せん で し た 。 キ ル ギ ス で の 一 村 一 品 の 取組 は 、 商 品 化 の 可能 性 の 高い 羊毛 や 野生 の 果実 類 等 を 多く 生産 する イシ ククリ 滑 周 辺 地 
域 か ら 始ま り 、2017 年 か ら その 活動 を キル ギ ス 全土 に 広げ て いま る 小さ な 地域 で 始ま っ た 取組 で す が 、 今 で は キル ギ ス 各地 の 人 々 の 手 で 地域 の 
特産 品 を 利用 し た ブラ ンド 商品 が 作ら れ 、 一 村 一 品 の 活動 の 輸 を 広げ て いま ま 


プロ ジェ クト の 取組 に よっ て 生ま れ た 各種 製品 


地域 住民 手作り の フェ ルト の ロバ 人 形 
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| OU か マン や も で っ ン う パパ マ さ の 


WOT]O 誠 緒 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


Heritage 


古都 サマ ルカ ンド 
(2001、 文 化 遺 産 ) - 
(ウズ ベ キ スタ ン ) 


形づくら れ ま し た 。 


クニ ヤ ・ ウ ル ゲ ンチ 
(2005、 文 化 遺 産 ) 
(トル ク メ ニ スタ ン ) 
クニ ヤ ・ ウ ル ゲ ンチ は トル ク メ ニ スタ ン の 北西 


の ミナ レッ ト な ど が あり ます 。 


引用 :flickr Dave 


サラ ズム の 遺跡 
(2010、 文 化 遺 産 ) 
(タジキスタン ) 


紀元 前 4000 年 か ら 3000 年 代 の 未 に か け て 、 
中 央 アジ ア で 人 類 が 定住 生活 を 発達 させ た こと : 
を 示す 考古 遺跡 で す 。 同 地域 に お ける 都市 形成 
の 初期 発展 を 示し て お り 、 居 住民 が トル ク メ ニス : 
タン を 含む 中 央 アジ ア の 大 草原 か ら イ ラン 高原 、 で こる sosooeooeooeeoooeeo る ooooeoeoo る oo る る らら る らら る る ららら る る る る る ら る の らら る る さら る る ら る ららら る る らら や る の る の る の る る らら る らら る の る の らら らら る らら る ら る どる る る る る らら る る る Go る らら る る らら る の らら る る らら る る らら る の る ら る る る る る らら る ら の の の の oo 
イン タス 流域 、 逢 か イン ド 洋 に 及ぶ 人 々 と 交流 を : 


行っ て いた こと が 伺え ます 。 


le as 
に Ye 


用 :flickr Harry Marmot 
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i ヴァ ネ テ ィ 地域 で は 、 中 世 風 の 村落 や 街 普 
: み が 残 る 見 事 な 山 風 景 が 見 られ ます 。 住 
: 居 及 び 侵略 者 に 対す る 防衛 拠点 と し て 用 
: いら れ た 中 世 風 の 民家 が 、 今 な お 200 戸 
"以上 残る 村落 も あり ます 。 


(2004、 凛 化 遺産 ) 
(カザフ スタ ン ) 


| タム ガリ の 考古 的 景 観 に ある 岩 絵 群 | 


: アルマ ティ の 北西 約 180km に 位置 する タム ガ : 
: リ 渓谷 に は 、 紀 元 前 14 世 紀 頃 か ら 20 世 紀 初 頭 ま 
: で に 描か れ た 5000 点 に の ぼる 岩 絵 (ペトロ グリ : 
3 フ ) が 残さ れ て いま す 。 こ れ ら は 中 央 アジ ア の 遊牧 
: 民 の 社会 組織 や 儀式 形態 を 示す も の と な っ て い 
: ます 。 ま た 、 青 銅器 時 代 か ら 現代 に 至る 膨大 な 数 : 
i の 墳墓 も 発見 され て いま す 。 

紀元 前 か ら オ アシ ス 都市 と し て 栄え た 古都 サ : 
マル カン ド は 、 抜 ける よう な 青空 と ティ ムー ル 帝 国 
時 代 (14 て 15 世 紀 ) に 築 か れ た 青色 タイ ル に 彩 : 
られ た モス ク ( イ スラ ム 寺 院 ) に より 、 別 名 「 青 の 
都 ] と 呼ば れ て いま す 。 重 厚 な 3 つの 建築 物 に 囲 : 
まれ た 現在 の レギ スタ ン 広 場 の 姿 は 、17 世 紀 に : 


引用 計 ickr UNESCO 


西 天 山 


(2016、 自 然 遺産) 


(ウズ ベ キ スタ ン 、 カ ザ フ ス タン 、 キ ル ギ ス 共有 ) 

:i ウズ ベ キ スタ ン 、 カ ザ フ ス タン 、 キ ル ギ ス の 3 か 国 、7 つ の 自 議 議 
: 然 保護 区 か ら 構 成 さ れ ま す 。 世 界 最大 の 山脈 の ひと つ で ある 6 
: 天山 山脈 の 西側 に 位置 し て お り 、 標 高 は 高い 所 で は 4,503m 
: に も 及び 、 多 種 多様 な 動植物 が 見 られ ます 。 特 に 植物 の 多様 
: 性 に 優れ 、 多 く の 栽 培 品種 の 原種 が 生育 し て いま す 。 ま た 、 猛 
: 高 類 や ユキ ヒョウ な どの 希少 種 が 多く 生息 し て いま す 。 


(2019、 文 化 遺 産 ) 
(アゼル バイ ジャ ン ) 
大 コー カサ ス 山 脈 の 麓 に 位置 する シェ キ 
は 、 ア ゼル バイ ジャ ン で 一 番 美しい 古都 と 言 


ィ 


に 


引用 :flickr Maureen Barlin 


アッ パー・ ス ヴァ ネ テ ィ 
(1996、 文 化 遺 産 ) 
(ジョ ー ジ ア ) 
コー カサ ス 山 脈 に 囲 わ れ た アッ パー・ ス 


WIG! 還 (jp【ec3 文化 ・ 社 会 探訪 


シル クロ ー ド : 
長安 - 天 山 回 廊 の 交易 路 綱 
(2014、 文 化 遺 産 ) 
(カザフ スタ ン 、 キ ル ギ ス 、 中 国共 有 ) 
ユー ラ シ ア 大 陸 を 横断 する シル クロ ー ド の 遺跡 
群 の うち 、 カ ザ フ ス タン 、 キ ル ギ ス 、 中 国 の 3 か 国 
33 遺 産 に より 構成 され て いま す 。 宮殿 跡 、 交 易 拠 
点 、 石 窟 寺 院 や 要塞 跡 な ど が 含ま れ 、 シ ルク ロー 
ド が 紀元 前 2 世紀 か ら 16 世 紀 に か け て 、 様 々 な 文 


3 化 を 結び 、 交 易 、 宗 教 、 芸 術 な ど 広 範囲 に わた る 
: 交流 を 担っ 
j た こと を 示 
: し て いま す 。 


は 得 評 


引用 :flickrMaureen'Barlin 


引用 :fickr EVgeni Zotov 


: シェ キ の 歴史 地区 と ハー ン の 宮殿 : 
部 、 ア ムダ リヤ 川 の 南側 に 位置 し 、12 世 紀 に は ホ : : 
ラズ ム ・ シ ャ ー 朝 の 首都 と し て 発展 し まし た 。 旧 市 
街 に は 11 16 世紀 の 一 連 の 建築 物 が 残さ れ て : 
お り 、 モ スク 、 隊 商 宿 の 門 、 要 塞 、 霊 誠 、 高 き 60m : 
i われ て いま す 。 交 易 の 要衝 と し て 栄え 、 絹 の 産 
: 地 と し て も 知ら れ て いま す 。 石 と 瓦 で 作ら れ 
: た 家々 や 、 シ ルク ロー ド を 通る 隊商 の た め の 
: キャ ラバ ン サ ライ (隊商 宿 )、 寄 木 細 工 と ステ 
i ンド グラ ス で 飾ら れ た 窓 や 扉 が 美しい ハー ン 
: の 宮殿 等 が 見 どこ ろ で す 。 


エチ ミア ジン の 聖堂 と 


-- 教会 群 及び 
ズ ヴ ァ ル トノ ツ の 古代 遺跡 
(2000、 文 化 遺 産 ) 

(アル メニ ア ) 
アル メニ ア は 301 年 、 世 界 で 初め て キリ スト 教 を 国 
教 と 定め 、 エ チミ アジ ン に 大 聖堂 を 建設 し まし た 。 大 
聖堂 と 教会 、 ズ ヴァ ルト ノ ツ の 古代 遺跡 は 、 ア ル メ ニア 
風 の 中 央 ドー ム や 十字 廊 が 特徴 的 で あり 、 こ の 地方 
の 建築 と 芸術 の 発展 に 大 き な 影 響 を 及ぼ し まし た 。 


引用 :flickr orientalizing 


ら OUVG6T1T8 
【 お 土産 】 


ドラ イフ ルー ツ ・ ナ ッ ツ 


せ た ド ライ フル ー ツ も 有名 で す 。 ア プリ コッ ト や ブ ド 
ウ 、 さ ら に は 珍し い メ ロン の ドラ イフ ルー ツ な ど が 作 


られ て いま す 。 ド ライ メロ ン は 和菓子 に も 似 た 味 で 、: ここ 
中 央 アジ ア の 系 茶 に 合い ます 。 ま た 、 お 土産 し て | で パネ 


も 重宝 され て いま す 。 
し ば し ば ドラ イフ ルー ツ と セッ ト で お 土産 に され 


て いる の が 、 ア ー モ ンド 、 ピ | 。 
スタ チオ 、 ク ルミ な どの 様々 | 
な ナッ ツ 類 。 塩 や 砂糖 で 味 MI | | 


付け し た も の が あり ます 。 ウズ ベ キ スタ ン の お 十 座 


Il 食器 

地域 に よっ て 色 や 模様 に 特徴 が あり 、 作 り 手 に : 
よっ て も 柄 が 異な り ます 。 特 に ウズ ベ キス タン の 町 り : 
シタ ン で は 1000 年 も 前 か ら 伝統 的 な 方 法 で 、 鮮 
や か な 青 が 印象 的 な 食器 を 作っ て いま す 。 

どん な に 暑く て も お 客 様 へ 
の お も て な し に 紅茶 を 振る 
舞う の が 一 般 的 な の で 、 旅 
行 中 に 一 度 は 茶器 で お 茶 を 
ふる まわ れる こと で し ょ う 。 


I プ ロフ 


使っ た スパ イシ ー な 中 央 アジ ア 風 の 炊き 込み ご 飯 
で す 。 家 庭 や 市 場 で も ジ 

よく 作ら れ て いま す が 、 
結婚 式 な どの お 祝い 
の 席 に は 欠か せな い 
伝統 料理 で す 。 


ョ シャ シリ ク 


コー カサ ス や トル コ の ケバ ブ が 起源 と 言わ れ て 


いる バー ベ キ ュー 料理 。 牛 、 羊 、 鶏 、 豚 、 魚 な どの 肉 
を 、 刻 ん だ ニン ニク 、 タ マネ ギ と 各種 スパ イス で 調 
理 し た ワイ ン ( ま た は 酢 ) に 漬け 込ん で か ら 、 上 炭火 
や オー ブン で 串焼 き に 2 の ヽ 

し ます 。 屋 台 で ファ スト 
フー ド 的 に 売ら れ て い 
る 光景 が よく 見 られ ま * 
す 。 in 


中 央 アジ ア 諸国 は 日 当たり が よく 、 果 物 が し っ か | に 、 圭 位 を 


り と 甘い こと に 加え 、 そ れ ら を 保存 の た め に 乾燥 さき  、-、。/ ト リ を ェ 


油 で 炒め た ニン ジン や タマ ネギ 、 羊 肉 を 具 に : 


: と バタ ー を た っ ぷり 
: の せ た ボ ー ト 型 な ど 、 
: 地方 に よっ て 姿 形 が 
: 異な る ジョ ー ジ ア の 
: 定番 料理 で す 。 

ーーー ツー ツー 前 まで 通る と され て 
: いま す 。 土 中 に 埋め 


チョ ウザ メ の 卵 の 塩漬け で ある キャ ビア は 、 フ ォ : た 付 「 ク ヴェ ヴ リ 」 で 


アグ ラ 、 ト リュ フ と と も に 世界 三 大 珍味 の 一 つ に 数 え 
: 2013 年 に ユネ スコ 


: の 世界 遺産 に も 登録 
: され まし た 。 日 本 の 固 
: 有 品 種 で ある 甲州 ブ 
: ドウ の ルー ツ は ジョ ー 
: ジア の 土着 品種 と い 
: う 研究 も あり ます 。 


: は その 一 大 産地 で し た 。 
: か つて は 、 比 較 的 安価 な 
: 養殖 物 も 出回っ て いま し 
: た が 、 現 在 は 極め て 貴重 
: な 高級 品 と な っ て いま す 。 


金属 工芸 
: カザフスタン や ウズ ベ キ スタ ン 、 ト ルク メニ スタ ン : 
: は 天然 資源 に 恵まれ て いま す 。 タ ー コ イズ な どの 宝 
石 を 使っ た アク セ サ リー が 各地 で 売ら れ て いま す 。 


ウズ ベ キ スタ ン の 
も た ら す と いわ れ て 


チー フ に し た 銀 の ハ 
サミ が 特に 日 本 人 観 


て 
や 


コウ ノ ト リ の は さ み 


l 編 名 


トル ク メ ニ スタ ン の 組 称 


ハチ ャ プリ 
| ジョ ー ジ ア 人 が 愛す る 国民 食 で "ハチ ョ ( ハ : 
| | チャ )" は フレ ッシュ チー ズ 、“ プ リ "は パン を 意味 し ま 
: す 。 文 字 通り チー ズ を 
: 包ん で 焼い た 平たい 


パン で あり 、 街 の いた 
る と ころ で 売ら れ て い 
ます 。 円盤 状 や 生 卵 


られ 、 伝 統 的 に カス ピ 海 


: 婚 女性 が 髪 を 巻い て 円 筒 
: 型 の 帽子 に 収め 、 そ の 上 か 
: ら 頭 を シル クス カー フ で 覆 = き * ま = 
| 伝 有 的 に は 、 果 物 や 士 物 を 染料 と し た シト 
: ルク の 紋 生 が 作ら れ て いま す 。 大 小 様々 な サイ ズ が : 

: あり 、 模 様 や 用 途 も 多岐 に わた り ます 。 素 材 の 和 糸 の 
: 太 さ や 織り 込む の 強 さ に より 作業 時 間 や 値段 が : 
: 異な り ます 。 作 成 に は 何 年 も か か る も の も あり ます : 
: が 、 そ の 丈夫 さ は 一 生 も の 、 何 十 年 も も つと 言わ れ : 
: て いま す 。 


| 』 ラ グマ ン 


: 理 。 讃 岐 うど ん を 思 
わせ る コシ の 強い 手 
: 延べ 麺 を 、 た っ ぷり の トマ トペ ー ス ト や 羊肉 と 季節 
: の 野菜 、 唐 辛子 な ど で 煮込ん だ スー プ で いた だ き 
: ます スー プ の な い ギ ュ ロ ラグ マン や 焼き うど ん に 似 
: た ボソ ラグ マン も あり ます 。 


: り の 歴史 は 8000 年 


: 肌 製 品 ( ス ザ ニ ・ ア トラ ス ・ シ ルク ) 


ウズ ベ キ スタ ン の ス ザ ニ は 細やか な 刺繍 が ほど 
こさ れ た 布 の こと で 、 カ バン や ポー チ 、 ク ッ シ ョ ン 、 


: スマ ー ト フォ ン ケ ー ス な ど 、 多 様 な 製品 が 売ら れ て 
: いま す 。 絹 で 作ら れ た 鮮やか で 特徴 的 な 模様 の ア 
: トラ ス は 、 フ ェ ル ガ ナ 盆地 で 生産 され て いま す 。 キ ル 
: ギ ス で は 羊毛 フェ ルト が 有名 で 、 キ ル ギ ス で 生産 さ 
: れ た フェ ルト 製 の コー スタ ー や 小物 入れ 、 ロ バ な ど 
: の 人 形 は 日 本 で も 購入 で きま す 。 


トル ク メ ニ スタ ン で は 既 


』 は ほ はちみつ 

産地 や 花 に よっ て 風味 や 香り 、 色 や 粘度 透明度 
が 違い ます 。 野 バラ や 向日葵 、 菩 提 樹 や 蕎麦 な ど 
様々 な 花 か ら 採ら われ た も の が あり ます 。 キルギス の 


: エス パル セッ ト (マメ 科 の 植物 ) の 花 か ら 採ら れ た 
: 白い は ち み つ は 粘度 が 高く 、、 さ っ ぱり と し た 味 が 特 
: 徴 で トル ク メ ニ スタ ン の カラ クム 砂漠 で 採ら れ た 
: は ち み つ は 濃厚 な 味 や 香り が 特徴 で 、 緑 茶 に 入れ 
: る と フル ー ツ ティ ー 
: の よう な 香り が 楽 
: し め ま す 。 ぜ ひ 、 お 
: 気に入り の は ち み 
: つ を 見 つけ て みて 
” くだ さい 。 


| 
ニー 


キル ギ ス の ホワ イト ハニ ー 


テー - 


中 央 アジ ア で 広く 
食 さ れ て いる 麺 料 


ジョージ アワ イン 


ジョ ー ジ ア は ワイ ン 発 祥 の 地 と し て その ワイ ン 造 


醸造 する 伝統 製法 は 


Central Asia, Caucasus & japan 


